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第39回菊陽町夏まつり
１やぐらの周りで踊る町民たち　２ Creators of Art による
アートパフォーマンス。鍛え上げられた肉体で笑いを交えな
がら踊った　３、９ どの出店も長蛇の列ができた　４ ハワ
イアンの音色に合せて優雅に踊る子どもたち　５ 夢中に
なってかき氷を食べる女の子　６ 楽しそうに水ヨーヨーを
釣る親子　７ 菊陽武蔵剣豪太鼓による演奏。迫力ある太鼓
の音と演者の力強さに、来場者も時間が経つのを忘れるほど
８ DKDSによるジャズダンス。キュートでポップ、躍動感
あふれるダンスに歓声が響く　10 売り子の笛の音に呼ばれ、
キャラクターのお面やおもちゃを選ぶ子どもたち　11 来場
者のためにたくさんのたこ焼きを作る影の主役たち　12 ４
人組グループDEEPの歌声に心奪われる観客

１ 深みのある素晴らしい美声を持つ４人組グループDEEP。
歌い出すとひときわ大きな歓声が上がった　２ KEISEI 1986
年１月24日、北海道生まれ。専門学校 ESP ミュージカルアカ
デミー出身　３ TAKA リーダー。1983年10月24日、福岡
県生まれ。専門学校 ESP ミュージカルアカデミー出身　
４ RYO 1986年７月11日、長崎県生まれ。YUICHIROは実
の兄　５ YUICHIRO 1981年11月８日、長崎県生まれ。RYO
は実の弟　６ こぶしを上げて歌うDEEP。熱い夏の夜を盛り
上げる　７、８ 大勢の来場者がDEEP の歌声に酔いしれた。
一人一人の笑顔がまぶしい　９ 祭りのフィナーレを彩る大輪
の花。夜空に浮かび、菊陽町の人々の心を明るく照らす
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陽
町
夏
ま
つ
り
が
８
月
２
日
、
菊
陽

杉
並
木
公
園
で
開
催
さ
れ
、
約
２
万

２
千
人
の
来
場
者
が
熱
い
夏
の
夜
を
楽
し

み
ま
し
た
。
司
会
の
合
図
で
幕
が
上
が
り
、

健
康
体
操
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ア
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
菊
陽
武
蔵
剣
豪
太
鼓

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
が
熱
気

に
包
ま
れ
る
と
、
町
民
総
踊
り
が
ス
タ
ー

ト
。
や
ぐ
ら
の
周
り
を
「
菊
陽
音
頭
」
の

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
か
け
た
こ
ろ
、
ス
テ
ー
ジ
に

は
４
人
組
グ
ル
ー
プ
〝
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
〞
が
登

場
。
大
歓
声
と
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
ラ
イ

ブ
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
１

曲
目
は
「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
」。
美
し
い
歌

声
が
夏
の
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
き

大
勢
の
人
が
そ
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
て
い

き
ま
す
。「
盛
り
上
が
っ
て
ま
す
か
、
菊

陽
町
ー
！
」
と
の
呼
び
掛
け
に
歓
声
は
ひ

と
き
わ
大
き
く
な
り
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
!!
」

で
「
オ
ー
オ
ー
菊
陽
町
！
」
と
歌
詞
を
変

え
て
歌
う
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
に
会
場
の
熱
気
は
最

高
潮
に
。
４
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
込
め
た

歌
声
と
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
夏
の
夜
を

包
み
込
み
、
会
場
は
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
で
約
９
０
０
発
の
色
鮮
や
か

な
花
火
が
菊
陽
町
の
夜
空
を
彩
り
、
多
く

の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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